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糖鎖の水和状態に及ぼす共存成分の影響の検討例として、KCl や NaCl のイオンが共存する
場合の水和状態を調べた。 
MD 計算には Amber 14 を用いた。糖残基数 6 のアガロオリゴ糖を取り上げ、糖鎖 1, 2 本、
糖鎖の質量濃度 0.6, 1.8 wt%、KCl, NaCl の質量モル濃度 0, 0.19 mol/kg、の各場合について、
NPT アンサンブル（1 atm, 25℃, 75℃）の MD 計算を実施した。なお糖鎖 2 本の系では、糖濃
度 0.6, 1.8 wt%の各場合に糖鎖がそれぞれ 40 Å, 30 Å 離れて独立に水和した状態を初期配
置とした。2 本の糖鎖の会合状態について、糖鎖間距離 D [Å]、糖鎖同士がなす角度 θ [deg]、
片方の糖鎖の一方の末端水素原子と他方の糖鎖の両末端水素原子までの距離 d1, d2 [Å]な
どを調べ、アガロオリゴ糖の動的挙動について検討した。 
各条件における MD シミュレーションの結果から、2 本の糖鎖は共存イオンの有無に関わら
ず会合することがわかった。計算結果の一例として、糖鎖 2 本、糖濃度 1.8 wt%、25 °C、KCl
濃度 0.19 mol/kg の場合の θおよび d1, d2 の経時変化の概要を述べる。この系の場合、糖鎖は
初期配置から 20 ns 後に会合した。会合後の θ の経時変化に着目すると、55 ns 付近と 160 ns
付近にて θ の値が大きく変化した。これは、会合中の 2 本の糖鎖が 55 ns にて最初の向きから
完全に反転し、160 ns で再び反転して元の向きに戻ったためである。この反転に伴い、d1, d2
の値の大小は、θ の変化と対応した時刻で入れ替わった。さらに、d1, d2 のうち、大きい方の値
に着目すると、55 ns から 160 ns では約 30 Å であるのに対し、160 ns 以降は約 20 Åであった。
この変化を動画で調べたところ、前者は 2 本の糖鎖が比較的伸びた状態で会合しているのに
対し、後者は比較的縮んだ状態で会合していた。以上，糖鎖は会合後でも互いの向きが反転
するなど，数 ns から数十 ns の時間スケールで絶えず形状が変化していることがわかった。 
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